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おことわり 
日本近海の波と風データベースをご使用になるには、海技研クラウドのプライバシーポリシー、サイト

ポリシーにご同意いただく必要があります。 
○プライバシーポリシー 

https://cloud.nmri.go.jp/portal/pub/privacy 
○サイトポリシー 

https://cloud.nmri.go.jp/portal/pub/sitepolicy 
 
注意事項 
本データベースの内容について、発明、考案、意匠の創作、データベースの創作、著作権、またはその

他の無体財産権（以下「発明等」という。）を有する場合があります。使用許諾契約書に明示の規定がな
い限り、これらの発明等に関する権利を許諾するものではありません。使用者が本データベースに関係
のある発明等を行った場合は、国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所海上技術安全研究所と別
途協議が必要です。 

https://cloud.nmri.go.jp/portal/pub/privacy
https://cloud.nmri.go.jp/portal/pub/sitepolicy
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1. 日本近海の波と風データベースの概要 
クラウド版日本近海の波と風データベースは、10 年間にわたる詳細な波浪推算値を基に、日本近海に

おける波と風の統計解析及びデータベース化を海上技術安全研究所が行い、その発現頻度表をウェブブ
ラウザ上で利用できるようにしたものです。 

 
1.1 データの構成 
波浪推算値は、1日 2回気象庁より 6分格子間隔で配信される日本沿岸波浪 GPV（Grid Point Value）

を基に、（財）日本気象協会が地形による遮蔽と局所的な風波を加味し、緯度・経度 2 分格子間隔に内挿
したものです。海上技術安全研究所が行った統計解析の元となっている波浪推算データの構成内容を表 
1 に示します。 

表 1 波浪推算データの構成内容 
項目 内容 

データ範囲 北緯 20～50度、東経 120～150度（図 1 に示す範囲） 
計算格子間隔 緯度 2 分、経度 2 分 
計算要素 有義波高、有義波周期、卓越波向、平均風速、平均風向 
期間 1994年 2 月 1日～2004年 1月 31日（12時間間隔 10 年間） 
利用データ 上記期間における 12時間先予測値 

 

1.2 データベースの機能 
日本近海の波と風データベースでは、データ種別、海域、季節または月を選択して 11 種類の発現頻度

表を表示することができます。 
発現頻度表 
発現頻度表は、有義波高、有義波周期、卓越波向、平均風速、平均風向から 2 つ組合わせた発現頻度表

及び有義波高－有義波周期－卓越波向の発現頻度表が利用できます。 
利用できる発現頻度表の種別を表 2 に示します。 
 

表 2 利用できる発現頻度表の種別 
Data Kind 発現頻度表の種別 

wave height - wave period 有義波高－有義波周期 
wave height - wave direction 有義波高－卓越波向 
wave period - wave direction 有義波周期－卓越波向 
wave height - wind speed 有義波高－平均風速 
wave height - wind direction 有義波高－平均風向 
wave period - wind speed 有義波周期－平均風速 
wave period - wind direction 有義波周期－平均風向 
wave direction - wind speed 卓越波向－平均風速 
wave direction - wind direction 卓越波向－平均風向 
wind speed - wind direction 平均風速－平均風向 
wave height - wave period - wave direction 有義波高－有義波周期－卓越波向 
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海域区分 
利用者が選択可能な海域区分は、図 1 に示す 0.5°格子海域、図 2 に示す沿海区域、図 3に示す限定

近海貨物船の航行可能な区域です。表 3 にこの海域区分を示します。 

 
図 1 日本近海の波と風データベースの海域区分（白色部が利用可能な海域） 

Lon. 

lat. 
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図 2 沿海区域（赤線内部：うち白色部が統計解析実施） 

 
図 3 限定近海貨物船の航行可能な区域（橙線内部：うち白色部が統計解析実施） 
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表 3 海域区分 
Data Area 海域 

Area 0.5°格子海域（図 1） 
 lat.  緯度番号（図 1に示す：1～52） 
 Lon.  経度番号（図 1に示す：1～56） 
All Area 全海域（図 1） 
Inshore Area 沿海区域（図 2） 
Limited Offshore Area 限定近海貨物船の航行可能な区域（図 3） 

 
季節区分 
季節は通年（Annual）、四季（Spring, Summer, Autumn, Winter）及び各月が選べます。季節区分は表 

4 の通りです。 
 

表 4 季節区分 
Data Period 月 

Annual from February to January 
Spring March, April and May 
Summer June, July and August 
Autumn September, October and November 
Winter December, January and February 

 
波向、風向の定義 
波向、風向の定義は波、風の進行してくる向きを表示し、北を 0[deg.]とし、時計回りに選んでいます。

（図 4） 
東は 90[deg.]、南は 180[deg.]、西は 270[deg.]となります。 

 

 
図 4 波向、風向の向き 
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2. データベースの操作方法 
2.1 準備 
以下では海技研クラウドへの会員登録、日本近海の波と風データベースの利用申請が完了しているこ

とを前提にして操作法を説明します。 
 

2.2 アクセス方法 
海技研クラウドにログイン後、図 5 を参考に右上よりダッシュボードにアクセスして下さい。「ご利用

可能なクラウドサービス一覧」から、「日本近海の波と風データベース」をクリックすると図 6 に示すメ
ニュー画面が表示されます。 

 

 
図 5 アクセス方法 

ダッシュボードはこちらから 
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図 6 メニュー画面 

 
2.3 画面操作 
1) メニュー画面の選択ボックスから以下の順で選択します。 

[Data Kind]から表示する発現頻度表の種別を選択します。（表 2） 
[Data Period]から表示させる季節を選択します。（表 4） 
[Data Area]から表示させる海域を選択するか、地図上を直接クリックします。（表 3） 

2) [Add]ボタンをクリックします。 
これで発現頻度表を表示させる海域が[Add]ボタンの下にリストアップされます。 

※複数海域、複数季節の合成を行う場合は、さらに海域、季節を選択し、[Add]ボタンをクリックします。
なお、異なる発現頻度表間での合成はできません。 

※リストアップされた海域を個別に削除するには、各海域の右側にある✕をクリックします。一括削除
するには[Clear]ボタンをクリックします。 

3) [Get]ボタンをクリックすると発現頻度表が画面下に出力されます。（図 7） 
発現頻度表は件数表示になっています。 
[Data Kind]で[wave height-wave period-wave direction]の 3 相関を選択した場合、波向別に 12 タブ

[000]～[330]及びこれらの波向を合成した有義波高－有義波周期のタブ[hp]が作成されます。 
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図 7 発現頻度表表示 

 

[Download]ボタンを押すと発現頻度表を xlsx ファイルで出力できます。 
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操作例 
冬季における 6 海域（緯度#27～29、経度#39～40）データを合成させ、有義波高－卓越波向の発現頻

度表を表示させる場合を例に説明します。 
 
[Data Kind]に[wave height-wave direction]を選択した後、表 5の選択、操作をします。（図 10） 
 

表 5 操作例 
Data Period lat. Lon. クリック 

Winter 27 39 [Add] 
Winter 27 40 [Add] 
Winter 28 39 [Add] 
Winter 28 40 [Add] 
Winter 29 39 [Add] 
Winter 29 40 [Add] 

 [Display] 
 

 
図 8 操作例メニュー画面 

 
この操作の後、有義波高－卓越波向の発現頻度表がメニュー画面下に出力されます。（図 7） 
これは、[Data Period]の選択を January, February, December としても同じ結果が得られます。  
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その他の解析例 
緯度、経度 2°格子間隔の海域の発現頻度表、有義波高、平均風速の期間平均値の等値線図や、航路に

沿って解析した結果の例等を掲載していますので、合わせてご利用下さい。 
https://www.nmri.go.jp/archives/db/wwjapan/examples.html  

https://www.nmri.go.jp/archives/db/wwjapan/examples.html
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3. 平均値算定方法 
発現頻度表左上に表示される平均値α の計算は以下により行っている。 
1) 単一の海域・季節の場合 
全データ値を用いて(1)式で計算している。 

  ∑
=

=
N

i
ix

N 1

1α                                                                    (1) 

ここで、 ix ：データの値（ Ni ,,1= ）、 N ：海域・季節のデータ件数である。 
 
2) 海域、季節を合成した場合 
(1)式により求まる海域・季節での平均値とその海域のデータ件数を用いて(2)式で計算している。 

  
BA

BA

NN
bNaN

+
+

=α                                                                 (2) 

ここで、 
  a：海域・季節 Aでの平均値、 AN ：海域・季節 Aのデータ件数、 
  b：海域・季節 B での平均値、 BN ：海域・季節 Bのデータ件数である。 
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4. 日本近海の波と風データベースの問い合わせ先 
日本近海の波と風データベースに関するお問い合わせは、海技研クラウドのお問い合わせフォームにご
連絡下さい。 
https://cloud.nmri.go.jp/portal/contact/index 
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